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大熊町。緑の木々と青い海に囲まれた自然豊かな私のふる里です。そして，あ

の原発事故が起きた町。私のふる里は一瞬にして「死の町」とまで言われる誰も

が嫌い，イヤがる町になりました。それまで私にとっての「人権」とは人間が生

まれながらもっている権利と学校の授業で習った程度で，特に気にもせず考えも

しないただ聞いたことのある言葉でしかありませんでした。

しかし，避難してからは，同じ福島県内でありながら，耳に入ってくる話は「福

島ナンバーの車がいたずらされた」「転校していった子が放射能のことでいじめ

られた」などの悲しい話ばかり。私はこの話を聞くたびに，「またかぁ…」と自

分のふる里がだんだんと嫌がられている事がとても悲しく思っていました。

そんな中，私も一つの体験をしました。部活の大会の日のことです。

「うわ，なんでいるの。放射能がうつる。帰れよ。」

すれ違いざまに他校の生徒に言われた言葉です。私は，この言葉を言われたと

き泣きたくなり，大会すらやる気がなくなりました。新聞やニュースなどで得た

少しの知識だけでこういう風に思っている人がいると，聞いてはいたものの，残

念で仕方ありませんでした。何気なく言った言葉だったのかもしれませんがその

言葉は，大熊町に住んでいた私にとって非常に悔しく悲しいものでした。家に帰

り，その出来事を母に話すと，母は別の話もしてくれました。ある小児科では，

受診してくる地域の子供を守るため大熊の人は診察しない。ある保育所では，や

はり預かっている子供を守るため近くに大熊の人の車を駐車させないという内容

でした。自分の「人権」を守るためなら相手の「人権」は傷つけてもかまわない

のでしょうか。私はまちがった情報が，そういうまちがった守りを生む，原発事

故について，しっかり学び正しい知識を得ることが差別をなくすのだと気付きま

した。

差別というのは，私たちのまわりでは身体の障害や病気を理由にした差別，性

別・年齢国籍の違いによる差別など小さなことから大きなことまで本当によく耳

にします。差別をしている側からすれば，それを冗談だという人も多いのです。

たとえ冗談だとしても心ない言葉の一つ一つが相手をどれだけ傷つけるのか気づ

いてほしいものです。小学校の時から私たちは道徳などでいじめや人権などにつ

いて学んでいてもなかなかそれがなくならないのは，そういうせいなのかもしれ

ません。私に言ってきたあの子達もそうだったのかもしれませんが，実際に差別
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されている側はみんなの想像よりはるかに傷ついているということ，つらいとい

うこと，そして悲しいということを私は，この人権作文を通して，たくさんの人

に知ってほしいのです。

最近は過剰なマスコミやメディアにでてくるコメンテーターの個人的感情が，

ストレートに入ってきて私達の意識に大きな影響をあたえているような気がしま

す。しかし，自分の体験を通して感じたことは，一つの問題に対して人の言葉を

すべてうのみにするのではなく真実とはなんなのかを見つけだすことが人権を守

ることにつながるのだと思います。私たちが差別をなくすためにできること，そ

れは，その人，その出来事についてしっかり知ること，知ろうと努力すること，

正しい知識を深めるために学習することではないかと思います。我も人も自分ら

しく生きる。これが「人権」を尊重することだと思います。「人権」について考

えること。それはとても難しいことのように思えますが，意外と簡単なことでは

ないでしょうか。

今，私が住んでいる柏崎は実際，放射能の心配がないせいなのか，それとも大

熊町と同じように発電所が隣設されているせいなのかまったくそういったいやが

らせはありません。私は改めて，そんな今があたりまえではないという現実を忘

れてはいけないと思いました。同じ人間同士が平等に並んで歩くための権利。だ

れもが生まれながらにもっている大切なもの。自分も相手も同じひとりの人間と

して心に寄り添い，真実を見極め，理解し合う努力こそ，差別をなくし人権を守

る大きな力になると思います。そして，私自身も差別や偏見，いじめがなくなる

ように強い心をもって，まずは自分から立ち向かっていきたいです。


